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東日本大震災以降、防災教育のニーズが顕

在化している。しかしながら、学校教育現

場では、防災教育を担当できる教諭の不足

やカリキュラム上の制約等により、外部講

師を呼んで単発的な学習で終わってしまう

場合がほとんどである。さらに、求められ

る防災教育の内容も高度化しており、単な

る知識・技能の修得から、防災意識の育成

へと変化が求められている。我々は、持続

的かつ効果的な防災教育プログラムの構築

を目的として、岩手町立川口中学校全学年

を対象とした土砂災害減災教育に取り組ん

でいる。今年度は、レギュラーで継続して

いる防災学習内容に加え、沿岸被災地にお

いて、被災地見学や炊き出し等を体験さ

せ、より具体的な災害イメージを涵養する

とともに，被災時の行動について考察さ

せ、その効果を観察した。 
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東日本大震災以降、被災地学習が増加して

いるが、これらの学習では、語り部等によ

る「経験談の共有」あるいは「見学」だけ

の受動的な学習になりがちである。本研究

では、中学生自ら「体験」し、被災時のイ

メージを涵養することに重点を置いてプロ

グラムを検討した。表1に当日のプログラム

スケジュールを示す。 
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川口中学校における一連の取り組みを通し、

生徒の防災への関心が向上し、生徒の感想文

では「学区内の土砂災害危険箇所を意識して

通学するようになった」など、生徒の意識そ

のものに変化が認められている。 

表1 被災地体験プログラムの概要  

実施日時 プログラム内容 

 2015/8/10 ・集合、オリエンテーション、移動 

・田老防潮堤見学、学ぶ防災 

・津波避難体験、移動、解散 

 2015/8/11 ・壁紙作成、移動、解散 

図1 避難体験の様子 図2 災害弱者誘導体験 

図3 壁新聞作成 図4 炊き出し体験 

図5 中学生が作成した壁新聞（1班） 


